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図書関係予算の編成、執行と電子ジャーナル・
データベースの導入、利用の拡充
図書行政懇談会(第二次)答申をうけ、2002年度より、図書関
係予算編成にかかわる実質的な調整が図書館協議員会へと委
ねられたことから、2003年度図書館協議員会においては、 2004年
度予算編成を中心に諸案件の審議がすすめられた。2004年度
予算編成にあたっては、電子ジャーナル・データベース導入のた
めの財源の確保を継続して最優先課題としたが、 2003年度より
新たに創設された文部科学省による電子ジャーナル・データベ
ース導入経費補助制度(教育研究情報利用経費補助)による実
績見込みゃ競争的資金にかかる間接経費の図書館枠の拡充な
どを念頭に、 2004年度予算については、各箇所にたいし新たな
負担を求めないことが提案され、了承を得た。また、 2002年度よ
り、図書館協議員会のもとに設置された電子媒体検討委員会に
おいては、引き続き電子ジャーナル・データベース導入、継続に
かかわる意思決定の透明性の確保に審議の重点がおかれ、最
終的に2004年度全学共通利用とする乙とが望ましい電子ジャー
ナル・データベースが図書館協議員会にたいして報告された。関
連して、あとで述べる私立大学図書館コンソーシアムにより新たに
殴米学術出版社3杜から電子ジャーナルパッケージを導入するl二
あたり、各箇所に冊子体維持と同規模の財源負担をもとめ了解
を得た。協議員会における議論では、電子ジャーナル・データベ
ースの導入、利用の拡大にともない、 冊子体による学術雑誌の維
持・管理のあり方を含めた、全学の学術雑誌コレクションの維持・
管理のあり方について総合的な検討が急務であるとの指摘があ
り、早急に検討を開始したい。ちなみに、図書行政懇談会(第二
次)の設置以降、本学の図書行政の中心的課題のひとつとな
った電子ジャーナル・データベースの導入、提供は、着実にその
規模を拡大し、2003年度末において雑誌タイトル数に換算して約
3万3千種(アグリゲータを含む)を超える規模となった。おそらく今
後ともその規模は加速度的に拡大していくこととなろう。
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図書館組織再編、共通業務の集約化と
業務委託の推進
図書館業務処理体制の見直しにかかわり、 2003年度におい
ては、図書の発注、受入、目録業務にかかわる共通業務の集
約化、キャンパス図書館における貸出・返却業務、書庫整備業
務を中心とした業務委託の拡大を主illとして組織の再編、業
務処理体制の変更を実施した。具体的には、中央図書館図書
課および整理課の整理、統合と資料管理課の設置、目録業務
にかかわる紀伊国屋書屈との共同事業・業務委託契約の見直
し、所沢図書館および理工学図書館におけるこれら業務処理
の資料管理課への移管を実施した。資料管理諜の設置と紀伊
国屋書屈との業務委託契約の全面的な見直しは、今後の共通
業務の集約化、図書館業務処理体制の一層の効率化、省力化
を推進するうえできわめて重要であるばかりでなく、事業化にむ
けた学内的諸基盤整備の第一歩ともなると考えている。
また、この間、キャンパス図書館を中心に、図書の貸出・返却
を中心としたカウンター業務および書庫整備業務の業務委託
化をすすめてきたが、 2004年度にむけて理工学図書館(51号
館)および所沢図書館におけるこれらの業務を委託とすること
とした。このことにより、両キャンパス図書館における業務処理
体制の抜本的な見直しが可能となる条件が整った乙ととなり、
また、所沢図書館においては所沢キャンパスにおけるスポーツ
科学部設置にともない強い要望の示されていた夜間9時までの
開館時間の延長が可能となった。
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図書館コンソーシアムの形成と
他私大との連携強化
国立大学図書館協議会との連携により、 2002年度よりISI社
Web of Scienceにかかる私立大学図書館コン、ノーシアムの形
成を実現したことに続き、 2003年7月には、慶腰、義塾大学および
他私大6大学と連携し、電子ジャーナル・データベース導入に
かかる私立大学図書館コンソーシアムを私立大学全体に呼び
かけた。本学は、呼びかけ機関としてコンソーシアム事務局をつ
とめ殴米学術出版社と2004年契約にかかわる条件交渉をすす
めた。本コンソーシアムには、 2004年3月現在で83大学におよぶ
私大が参加する乙ととなり、結果として、 OxfordUniversity 
Press、1九TileyInterScience、Blackwel各社との最終合意を
とりつけることに成功した。このことにより、 他私大との連携によ
る大幅な経費の節減とアクセスの拡大、さらに主要な電子ジャ
ーナル等を刊行する殴米学手liI，':I，版社との直接交渉の道がさら
に拡大することとなった。今後は、電子ジャーナルの導入にとど、
まらず、図書館サービス、業務などのさまざまなレベルでの連携、
協力関係の強化・拡大、さらに共同事業体設置の可能性など、
引き続き検討をすすめたい。
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「統合マルチアーカイピングサービス」
(IMAS)の拡充
「統合マルチアーカイビングサービスJ(IMAS)では、「フィジカ
ルアーカイブ、」において、 2002年度にひきつづき、 2003年度で
は、中央図書館およひ守キャンパス図書館に加え、各箇所図書室
の所蔵資料についても移管-収蔵作業をすすめ、年度末まで
に総計21.3万冊の処理をおえた。2004年度では、引き続き、本
庄分館の再整備を視野にいれ、さらに全学の図書館書庫スペ
ースの最適化にむけた検討を継続したい。また、「デジタルアー
カイブ」においては、とれまで中央図書館が所蔵する貴重書コ
レクションを中心に段階的に電子化をすすめてきたが、これと並
行して2003年度では、教務部とも連携、協力しながら本学博士
学位論文の電子化、公開に着手した。博士学位論文について
は、すでに羽なNEによる目録の公開を終了しているが、これにリ
ンクする形で審査要旨および論文全文の公開を開始した。全
文の公聞は、論文提出者による著作権利用許諾が前提となる
が、関係者の理解と協力をえながら、段階的に拡充をすすめた
p。
ラ
海外大学、機関との連携・協力
1993年以来、 2期にわたる本学からの日本語書誌・所蔵レコ
ードの提供によりすでに強固な協力関係にある世界最大の書
誌ユーティリティーOCLC(米国オハイオ州)と第3期の契約を
2003年10月にとりかわした。この契約により、第2期の提供
(1998年)以降、本学で作製された日本語書誌・所蔵レコード
約15万件がOCLCにたいして提供されることとなった。第3期契
約にもとづくレコードの提供は2003年12月に実施され、このこ
とによりOCLCが全世界の加盟図書館にオンラインで提供する
総合目録WorldCAT上の本学が作製した日本語書誌・所蔵レ
コードは優に70万件を超える乙ととなった。さらに、今期契約よ
り、本学が新規に受入れる日本語新刊図書にかかる書誌・所
蔵レコードについても毎月送付することとし、 2004年4月より提
供を開始する予定である。これらのレコード提供により、海外大
学の日本研究者、日本研究コレクションをもっ大学図書館が一
層の恩恵を享受することとあわせて、本学図書館が積極的に
展開する海外機関との資料の相互貸借、文献複写サービス
(ILL)の基盤が一層強固なものとなることは疑いない。
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